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幼稚園で仮装行列

　さる10月29日、晴天に恵まれたこの日、江南

幼稚園では、運動会が盛大に行われました。

　この日の呼物は、P　T　Aのお母さんたちの仮

装行列、各タラスごとに思考をこらし、「ドラ

エモン」や「ヒゲダンス」、また、童話の「もも

たろう」や「したきりすずめ」などにふんした

行列に、子供たちや参会者たちは大喜びでした。

おもな内容

昭
和
五
十
四
年
度
決
算
…

国
勢
調
査
の
結
果
：
：

蹴
糠
鞭
｝

体
育
祭
の
ス
ナ
ッ
プ
：
…

農
家
の
ぺ
ー
ジ
…
：
：
・

お
し
ら
せ
と
あ
ん
な
い
…

讐
釧
置
…

（8）　　（7）　（6）　（5）　　（4）　　（3）（2）～（3）

〈村勢〉総人ロ…9，430（男4，680女4，750）　世帯…2，269面積…22．34平方キロ （10月1日現在）
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昭
和
五
十
四
年
度
決
算

、
　
　
ち

『ハ

一

木
－
－
－
員

昌
一
－

　
村
政
は
、
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
各
行
政
分
野
に
わ
た
っ
て
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
度
決
算
は
、
九
月
二
十
九
日
か
ら

十
月
十
五
日
ま
で
の
十
七
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
慎
重
な
る
ご
審
議
を
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　器　㎜．．　　　　　　　　　罵：：：＿　　　　　　　　o”憎，岬　　　　　　　　榊㈲　　　　　　：：：＿　　　一一一㎜　　　oo”甲㎜
”閣■

一
般
会
計
決
算
概
要

増
築
な
っ
た
幼
稚
園
舎

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
一
般
会
計
は
、

当
初
予
算
十
二
億
九
千
四
百
十
七
万
一

千
円
の
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
五
回
の
補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算
額

は
十
六
億
八
千
五
百
四
十
二
万
六
千
三

百
三
十
七
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
歳
入
十

六
億
九
千
二
百
七
十
六
万
五
千
五
十
」

円
、
歳
出
十
六
億
五
千
九
十
五
万
六
千

六
百
七
十
八
円
で
歳
入
歳
出
差
引
額
四

千
百
八
十
万
八
千
三
百
七
十
三
円
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
｛
ボ

○
○

財産収入
　　　32，381千円1．9％

分担金及び負担金
　　　23，547千円1．4％

使用料及び手数料
　　　17，679千円1．0％

寄　附　金
　　　5，000千円0．3％
諸　収　入
　　　12，801千円0．8％

繰　越　金
　　　54，471千円3．0％

税交付金

策特別交付金

「曇霊鐵

村　　税
　　　600，703

　　　　35．5％

その他

ミ　45，879
　8．6％

村　債
50，000

3．0％

　歳入
1，692，765

　　千円

　
金
6
1
％

県
出
8
，
9
8

・
支
5
1
2
0

国
　
3

地方交付税
　466，177
　　27．5％

渤
’

～
『
レ

　
や

農林水産業費
　490，722
　　29．7％

　　　　歳出
　　　1，650，956　　教育費

繋逆千円　ll響
　民生費　11g，187　　　　　総務費

　7．2％土木費210・938
　　　　　　　12．8％　　　181，529
　　　　11．0％

廊
蝸

商工費
4，899　0。3％

議会費
44，923　2．7％

　　諸支出金
　　　69，023　4．2％

　　消防費
　　　73．873　4．5％

　　公債費
　　　78，559　4．8％

　
　
　
一
一
一

　性　　質　　別
　歳　出　内　訳
単位万円カッコ内（％）

冒　一　　＿　　＿　　　＿　　　＿　一　　　一　鮎一　　一｝　　一　　一　　一

・：ニニー仁二　　　　　　　　21，113二

一コニニその他
年…　　　（12・8）≡

＿．＿＿＿＿＿＿＿≡

　　　14，889物件費
　　　　（9．0）

　　　23，108補助費
　　　　（14．O）

P
　
　
　
『
　
『
，
二人　　件　　費ノ

　　　39，796
　　』（24・1）

一繰¢

出僅

金甕
1

扶丘

助姿

費金
建設事業費
　　66，190

　　（40．1）

　
　
　
9

○
○

　そ
　の
　他
　の
　内
　訳

　繰公維
出債持
　　補
金費修

費
・
出
資

金



昭和55年11月1日（3）広報二うなん

国
民
健
康
保
険
辱
．
，

　
　
　
特
別
会
計

　
国
保
会
計
の
約
八
十
一
・
二
％
を
占

め
る
医
療
費
は
、
前
年
に
対
し
六
・
二

％
の
伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
し
て
、

歳
入
総
額
二
億
二
千
六
十
一
万
四
千
七

百
二
十
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
歳
出
総
額
は
一
億
八

千
九
百
六
万
七
千
二
百
八
十
三
円
と
な

り
、
歳
入
歳
出
差
引
三
千
百
五
十
四
万

七
千
四
百
三
十
九
円
の
剰
余
金
を
残
し

て
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
前
年
に
対
し
て
十
・
九
％
増
で

その他
4，231

2．2％

　　　　　　　　　総務費
　　　　　　　　　13，155
　　　　　　　　　　7．0％

　　　　　　　歳出
　　　　　　189、067　療養費他

で
養の給付千円　11規

　　153，520
　81．2％　　　　　　　　　　一

　
・
％

税
2

2
3

　
　
ワ
リ

険
乳
3
　
　
4

保
7
　
入
6
1
円

　
　
　
歳
0
、
千

　
　
　
　
2
2

その他

金助
7
3
％

補
4
，
3

県
1
5
肱

じ
　
　

国

　
　
　
　
　
　
へ
　
、

　
　
　
　
　
　
／
　
　
r

　
邑
丁
世
帯
平
均
六
万
六
千
二
百
五
円
と
な

，
，
、
、
ー
曇
，
し
た
。
ま
た
、
、
一
世
帯
当
り
診
療

　
　
費
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
十
三
万
七
千

　
　
九
百
三
十
三
円
と
な
っ
て
お
り
、
被
保

　
　
険
者
一
人
が
こ
の
一
年
間
に
約
五
・
三

　
　
回
病
気
に
か
か
り
、
十
三
・
三
日
間
通

　
　
院
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
国
保
へ
の
加
入
世
帯
は
、
年

　
　
度
末
現
在
で
一
千
百
二
十
五
世
帯
、
被

　
　
保
険
者
数
は
三
千
五
百
四
人
で
村
の
人

　
　
口
の
約
三
十
七
・
六
％
が
加
入
し
て
お

　
　
り
ま
す
。

　
　
　
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
　
　
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
水
道
事
業
経

　
　
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
水
道
料
金

　
　
及
び
加
入
金
を
改
正
し
た
た
め
、
若
干

　
　
大
口
需
要
者
使
用
水
料
は
抑
制
さ
れ
ま

　
　
し
た
。
ま
た
、
渇
水
期
の
水
を
確
保
す

　
　
る
た
め
に
、
第
三
次
拡
張
工
事
を
二
ヵ

　
　
年
継
続
事
業
と
し
て
始
め
、
前
年
度
は

　
　
浅
井
戸
二
本
と
各
水
源
の
水
位
計
・
流

　
　
量
計
・
電
気
計
装
器
類
及
び
配
水
管
の

　
　
敷
設
替
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
と
支
出

　
収
　
入
　
　
一
四
四
、

　
支
　
出
　
　
一
四
五
、

資
本
的
収
入
と
支
出

『
収
入
　
　
八
O
、

　
支
出
　
　
一
〇
一
、

九
四
一
千
円

五
一
一
千
円

八
三
二
千
円

七
三
八
千
円

（
（

国
調
人
口
一
万
人
を
突
破

前
回
比
一

人
ロ

　
十
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

国
勢
調
査
は
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
終
了
し
、
江
南
村
の
集
計

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た

し
ま
す
。

．
今
回
の
調
査
で
は
、
初
め
て
江
南
村

の
国
調
人
口
が
一
万
人
を
突
破
し
、
伸

び
率
も
二
二
％
と
戦
後
の
最
高
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
都
市
計
画
法
に

よ
る
市
街
化
区
域
を
中
心
に
増
加
し
た

も
の
と
思
わ
れ
、
今
後
も
同
じ
よ
う
な

ぺ
ー
ス
で
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
二
十
五
年
の
国
勢
調
査
か
ら
今

回
の
調
査
ま
で
の
江
南
村
人
口
の
推
移

は
表
の
と
お
り
で
す
。
。

〉
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
％
増
一
、
○
一
七
人
増
加

、

一
〇
、
一
八
一
人
に

単位人
国勢調査による人口、世帯数の推移

　
選
挙
人
名
簿
定
時
登
録

　
　
登
録
者
数
六
、
四
七
四
名
に

　
定
時
登
録
は
、
毎
年
九
月
一

に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
新
し
く
登
録

さ
れ
る
か
た
を
調
査
し
、

登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と
き
は

選
挙
時
登
録
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
区
別
有
権
者
数

　
各
投
票
区
別
の
有
権
者

数
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

数　　　　　選　　　堂～　に

は各投挙な録れよ定・　選

構縫豪鶴鷺
で権数れ施つし簿年　ヤ定
す者　まさて　’に九　四時

o
＿
　 すれお九新月　七融

　　　　　　　　　　且轟　。誤具百署録
　者　　　きす日登現　に
　）　　　　は　oに録在

　　　　　　　　　　6　　昭和55年9月10日現在

年 人　　口 男 女 世帯数

昭和25年 7，992 3，899 4，093 1，339

昭和30年 8，095 3，964 4，131 1，351

昭和35年 7，801 3，845 3，956 1β49
昭和40年 7，709 3，841 3，868 1，458

昭和45年 8，485 4，392 4，093 1，609

昭和50年 9，164 4，671 4，484 1，873

昭和55年 10，181 5，160 5，021 2，277

とい一工ン　　の　　一一一一一でま
いい層業サな重こ　’　’　’　”すす
たたの統スお要の雇社過交議　。　。
し　し関計　・　’なよ用会密付員　　お
まま心）事他基う　・福　・税定　　も
すし　とに業の礎に交祉過算数　　な
。てごつ所統資　’通対疎定　・　　も
　’理き統計料調　・策対の選　　の
　国解ま計調と査住　　策基挙　　は
　勢ごし　・査な結宅　　　　礎区
　調協て商＿り果対　　地資の　　次
　査力も業農まは策　　域料決　　の
　のを　’統林す　’　　　計　　定　　と
　報お今計業　。行　　　　画　　　　　お
　告願後　・セ　　政　　　　　　　　　　り

投票区名 男 女 計

第1投票区 595 604 1，199

第2投票区 705 726 1，431

第3投票区 594 599 1，193

第4投票区 701 729 1，430

第5投票区 611 610 1，221

合計 3，206 3，268 6，474

　
調
査
結
果
は

　
　
広
範
囲
に
利
用

　
ま
た
、
こ
の
国
勢
調
査
は
現
在
統
計

局
で
細
部
に
わ
た
り
集
計
中
で
す
が
、

結
果
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
利
用
さ
れ

ま
す
。
お
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

一
、
議
員
定
数
・
選
挙
区
の
決
定

一
、
交
付
税
算
定
の
基
礎
資
料

一
、
過
密
・
過
疎
対
策
・
地
域
計
画

一
、
社
会
福
祉
対
策

一
、
雇
用
・
交
通
・
住
宅
対
策

　
こ
の
よ
う
に
、
調
査
結
果
は
、
行
政

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
他
の
統
計
調
査
（
農
林
業
セ

ン
サ
ス
・
事
業
所
統
計
・
商
業
統
計
・

工
業
統
計
）
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後

一
層
の
関
心
と
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
、
国
勢
調
査
の
報
告

と
い
た
し
ま
す
。
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雛
騨
灘
難
懸
灘
鎌
蕪

　
昨
年
の
第
一
回
文
化
祭
に
つ
い
て
は

村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
盛
大

に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
．

　
本
年
も
次
の
と
お
り
第
二
回
文
化
祭

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

一
、
期
日
　
十
一
月
二
十
三
日
㈲
か
ら

　
十
一
月
二
十
四
日
㈲
（
振
替
休
日
と

　
な
り
ま
す
．
）

二
、
公
開
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五

　
時
ま
で
（
た
だ
し
、
二
十
四
日
は
午

　
前
中
）

三
、
場
所
　
村
民
体
育
館
及
び
中
学
校

　
体
育
館

四
、
内
容
　
文
化
（
美
術
）
作
品
の
展

　
示
・
福
祉
バ
ザ
ー
ル
・
農
産
物
の
展

　
示
即
売
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
等
、

五
、
皆
さ
ん
に
出
品
い
た
だ
く
物

　
ω
文
化
（
美
術
）
作
品
部
門

　
　
出
品
す
る
範
囲
及
び
規
格
は
、
次

　
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
出
品
者
は
十
一
月
十
五
日
ま
で
に

　
出
品
の
申
込
を
役
場
総
務
課
ま
で
行

　
う
こ
と
。
出
品
物
の
会
場
へ
の
搬
入

　
は
二
十
二
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
ま
で
に
行
う
こ
と
と
し
、
引
取
り
は

　
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
と
な
り
ま

　
す
。
　
（
問
合
せ
は
役
場
総
務
課
へ
）

種　　別 規　　　　格　　　　等 出品点数

文
化
（
美
術
）
作
品

書 条幅、半紙、色紙とし額装か表装のもの 1　点

絵　画 日本画、洋画等50号以内とし、額装か表装のもの 3点以内

写　真
白黒は半切以上、カラーは四ッ切以上でパネル張りのもの
　（ガラス額入り、組写真、スライドは受付ない）

3点以内

手　芸 手作りの単独作品で、ただちに展示できるもの 2点以内

盆　栽 鉢物とし、高さ1m・幅1m以内のもの 2点以内

いけ花 高さ幅とも1m以内で11月22日午後1時～4時までに活る 1　点

（注）児童・生徒の作品は、各学校から提出される以外、受付られません

ω
福
祉
バ
ザ
ー
ル
部
門

　
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
善
意
の
品

は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　
衣
類
、
シ
ー
ツ
類
、
台
所
用
品
、

食
料
品
、
文
房
具
、
運
動
用
品
等
で

未
使
用
の
品
と
す
る
。

　
出
品
物
の
提
供
方
法
は
、
江
南
村

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
さ
ん
が
、

十
一
月
八
日
㈲
～
十
一
月
十
七
日
㈲

ま
で
の
間
に
お
宅
へ
お
伺
い
い
た
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
）
）

（
問
合
せ
は
役
場
住
民
課
へ
）

㈹
農
産
物
部
門

　
出
品
で
き
る
範
囲
及
び
数
量
は
、

次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
出
品
者
は
、
十
一
月
十
五
日
ま
で

に
各
字
の
農
事
支
部
長
さ
ん
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
品
物
は
十
一
月
二

十
二
日
に
役
場
よ
り
農
事
支
部
長
さ

ん
宅
ま
で
受
領
に
伺
い
ま
す
。

な
お
、
出
品
し
た
農
産
物
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
．

農
産
物
の
範
囲
・
数
量

種
類

数
量

種
類

数
量

玄
　
米

5
合

麦
　
類

5
合

大
　
豆

3
合

小
　
豆

3
合

ゴ
　
マ

2
合

落
花
生

㈹
3
合

甘
し
ょ
－o

　
コ

馬
鈴
し
ょ

－o

　
コ

里
い
も
15
　
コ

八
ッ
頭

3
　
　
コ

白
　
菜

3
コ
束

大
　
根

3
本

カ
　
ブ

5
コ
束

ホ
ー
レ
ン
草

四
〇
〇
g

　
5
束

キ
ャ
ベ
ツ

3
　
　
コ

ね
　
ぎ

五
㎏

　
1
束

き
ゅ
う
り

－o

本

ご
ぼ
う

7
本

に
ん
じ
ん

－o

本

し
よ
う
が

　
　
9

1
　
k

》

カ
　
　
き

5
　
コ

く
　
　
　
　
り

五
〇
〇
g

ゆ
　
　
ず

5
　
コ

生
し
い
た
け

五
〇
〇
g

　
1
箱

ひ
ら
た
け

五
〇
〇
g

　
1
箱

鶏
　
卵
－o

　
コ

ま
　
　
ゆ

三
〇
〇
g

　
1
点

農
産
物

　
加
工
品

2
点
以
内

民
芸
品
2
点
以
内

工
芸
品
2
点
以
内

ま‘と和問題同

理解と認識を深めるために

2）部落差別は自然にはなくならない

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、

起
こ
す
な
」
と
か
「
そ
っ
と
し
て
お
け

ば
自
然
に
な
く
な
る
」
と
い
う
声
が
同

和
地
区
の
内
外
か
ら
聞
か
れ
る
。
果
し

て
そ
う
だ
ろ
う
か
ー
。

　
昭
和
五
十
年
「
全
国
特
殊
部
落
地
名

総
鑑
」
　
「
全
国
部
落
リ
ス
ト
」
な
ど
悪

質
な
差
別
図
書
が
発
行
さ
れ
、
ま
た
、

そ
れ
を
購
入
し
た
企
業
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
明
る
み
に
出
る
、
と
い
っ
た
よ

う
に
今
な
お
、
部
落
差
別
は
根
強
く
生

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
四

十
四
年
に
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
同
和
対
策
事

業
が
総
合
的
に
推
し
進
め
ら
れ
、
同
和

地
区
の
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
が
急
速

に
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
改

　
　
　
「
）
）

　
現
在
の
社

会
に
生
き
残

っ
て
い
る
部

落
差
別
を
解

消
す
る
た
め
、

県
で
は
、
生

活
環
境
の
改

善
、
杜
会
福

祉
の
充
実
、

職
業
の
安
定
、

教
育
文
化
の

向
上
な
ど
を

内
容
と
す
る

総
合
対
策
を

推
進
し
て
い

ま
す
。

「
寝
た
子
を

善
整
備
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
部
落
差
別
は
自
然
に
解
消
さ
れ
て

い
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
「
寝
た
子

を
起
こ
す
な
」
と
い
う
考
え
方
は
、
何

も
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
に
つ

な
が
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的

経
過
が
示
す
よ
う
に
、
差
別
を
い
つ
ま

で
も
残
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
和

地
区
の
人
々
の
な
か
に
「
寝
た
子
を
起

こ
す
な
」
と
い
う
声
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
む
し
ろ
、
厳
し
い
差
別
の
現
実

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る

も
の
と
受
け
と
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
「
自
分
に
は
関
係
な
い
問

題
だ
」
と
い
う
人
々
に
対
し
て
は
、
「
同

和
問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
わ
が
国
に
民
主
主
義
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
」
も

の
で
、
い
わ
ば
、
民
主
主
義
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
を
う
た
っ
た
憲
法
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
。

同
対
審
答
申
が
「
同
和
問
題
の
解
決
は

国
民
的
課
題
」
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
．

こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
部
落
差
別
の
解
消
を
め
ざ
し
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
行
政
の
責
務

と
し
て
、
種
々
の
施
策
を
実
施
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
実
を
結
ぶ
た

め
に
は
、
同
和
問
題
に
対
す
る
県
民
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
て
皆
さ
ん
も

ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
村
民
体
育
祭

を
は
じ
め
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
で
運
動
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
い
秋
の
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
今

▲うなぎつかみ（村民体育祭）

▲ふうせんほほはさみ（村民体育祭）

かなか割れません
　（村民体育祭）

（
［
一
（
一

（幼稚園）▲台風の目

＜
障
害
物
競
走
（
保
育
所
）

走（中学校）▲力
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昭
和
四
十
五
年
に
農
地
法
の
一
部
改

　
　
　
　
　
　
農
地
の
賃
貸
借
に
関
す

る
一
連
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
同
年
十
月
一

日
以
降
に
契
約
さ
れ
た
賃
貸
借
等
に
つ

い
て
は
貸
し
手
、
借
り
手
双
方
の
自
由

な
話
し
合
い
で
、
標
準
小
作
料
制
度
の

も
と
で
小
作
料
の
額
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
改

正
の
際
「
小
作
農
の
経
営
に
急
激
な
変

化
を
与
え
な
い
よ
う
に
」
と
の
配
慮
か

ら
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
以
前

に
契
約
さ
れ
た
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

経
過
措
置
と
し
て
”
向
こ
う
十
年
間
”

は
小
作
料
の
最
高
額
統
制
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り

こ
の
十
年
間
の
期
限
が
こ
と
し
九
月
三

十
日
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の

日
を
も
っ
て
小
作
料
の
最
高
額
統
制
は

完
全
に
失
効
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
次
の
点
に
留
意
し
て
、
契
約

が
円
満
に
行
わ
れ
る
よ
う
願
う
も
の
で

す
。一

、
小
作
料
統
制
期
限
切
れ
は
小
作
契

　
　
約
の
失
効
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
十
月
以
降
の
小
作
料
額
は
当

　
事
者
双
方
の
協
議
に
よ
っ
て
、
標
準

統
制
小
作
料
の
期
限
切
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
作
契
約
に
つ
い

小
作
作
料
制
度
の
も
と
で
き
め
ら
れ
る

　
も
の
で
す
。

二
、
昭
和
五
十
五
年
の
小
作
料
は
従
来

　
　
通
り

　
　
一
般
に
農
地
の
利
用
関
係
は
年
単

　
位
で
あ
り
、
そ
の
小
作
料
は
主
作
物

　
の
作
付
前
に
そ
の
額
が
き
め
ら
れ
収

　
穫
後
に
支
払
う
こ
と
が
通
常
で
あ
る

　
と
し
、
今
年
の
小
作
料
は
従
来
の
契

　
約
で
定
め
ら
れ
た
小
作
科
が
妥
当
だ

　
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
五
十
六
年
分
以
降

　
の
小
作
料
の
額
に
つ
い
て
の
改
定
で

　
す
。

三
、
適
当
な
額
に
つ
い
て

　
　
統
制
期
限
切
れ
後
の
小
作
料
は
、

　
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
そ
の
額

　
を
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、

　
本
村
の
よ
う
に
標
準
小
作
料
の
設
定

　
し
て
あ
る
地
域
内
で
は
、
　
「
標
準
額

　
に
比
べ
て
適
正
と
認
め
ら
れ
る
額
」

　
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、

　
そ
の
額
は
一
、
三
倍
ま
で
で
す
。
ま

　
た
小
作
地
の
土
地
改
良
費
の
全
部
又

　
は
一
部
を
借
り
手
が
負
担
し
て
い
る

　
場
合
に
は
、
こ
の
点
も
考
慮
し
て
き

　
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
）
　
）

て

四
、
小
作
料
の
改
定
に
つ
い
て
当
事
者

　
問
の
協
議
が
と
と
の
わ
な
い
場
合
の

取
り
扱
い

　
　
こ
の
場
合
、
借
り
手
が
小
作
料
を

　
支
払
わ
な
い
で
い
る
と
「
債
務
不
履

　
行
」
に
な
り
ま
す
か
ら
、
支
払
期
日

　
ま
で
に
そ
の
相
当
と
認
め
る
額
を
支

　
払
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

　
当
事
者
間
で
改
定
に
つ
い
て
合
意
を

　
得
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

　
e
農
業
委
貝
会
に
基
づ
く
あ
っ
せ
ん

　
口
農
地
法
に
基
づ
く
和
解

　
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会

　
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

五
、
貸
し
手
か
ら
買
い
取
り
請
求
が
あ

　
っ
た
場
合
の
取
り
扱
い

　
　
農
業
専
業
を
め
ざ
す
方
に
は
農
地

　
取
得
資
金
等
の
枠
も
あ
り
ま
す
の
で

　
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

六
、
小
作
料
の
定
額
全
納
制
の
改
正

　
　
今
回
の
農
地
法
の
改
正
に
よ
っ
て

　
農
業
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
場
合

　
に
は
例
外
的
に
物
納
が
で
き
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会
で
は
承
認
基
準
を
作

　
成
中
で
す
の
で
、
後
日
お
知
ら
せ
い

　
た
し
ま
す
。

七
、
当
事
者
で
合
意
が
出
来
た
場
合
の

取
り
扱
い

　
　
当
事
者
で
合
意
が
成
立
し
た
場
合

　
は
、
賃
貸
契
約
書
に
記
載
し
、
双
方

　
押
印
の
上
、
農
業
委
員
会
に
通
知
し

　
ま
す
。
本
村
で
は
後
日
農
業
委
員
さ

　
ん
を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
の
で
、
適

　
正
な
額
で
契
約
し
て
通
知
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
　
農
地
法
が

　
　
　
　
　
一
部
改
正

　
　
　
　
さ
れ
ま
し
た

　
十
月
一
日
よ
り
農
地
法
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
農
地
の
転
貸
禁
止
等
の
特
例
の
新

　
設

　
従
来
小
作
地
の
転
貸
は
原
則
と
し
亡

禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
世
帯
員
へ

の
転
貸
は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し

た
。二

、
許
可
権
限
等
の
農
業
委
員
会
へ
の

　
移
譲

　
ω
在
村
者
の
耕
作
目
的
の
権
利
取
得

　
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
と
な
り
ま

　
す
。

　
⑭
市
街
化
区
域
内
の
農
地
の
転
用
届

　
出
先
の
改
正

　
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
と
な
り
ま
す
。

　
転
用
行
為
四
〇
日
前
ま
で
に
、
添
付

　
書
類
は
従
来
よ
り
一
部
づ
つ
少
な
く

　
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長
に
小
島
さ
ん
再
任

　
任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た
教
育
委
員

（
教
育
長
）
の
小
島
さ
ん
は
、
九
月
の

定
例
村
議
会
で
同
意
が
得
ら
れ
、
教
育

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
の
吉
田
清
さ
ん
は

退
任
し
、
新
た
に
押
切
一
四
五
番
地
一

の
持
田
包
雄
さ
ん
㈹
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

な
お
、
十
月
一
日
に
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
で
、
教
育
委
員
の
構
成
が
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
笠
原
　
満
さ
ん

委
員
長
代
理
　
滝
田
　
栄
一
さ
ん

委
　
　
　
員
　
舟
橋
　
広
之
さ
ん

委
　
　
　
員
　
持
田
　
包
雄
さ
ん

教
　
育
　
長
　
小
島
　
孫
一
さ
ん

　
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
会
委
員

の
選
任
も
行
わ
れ
、
長
谷
川
七
郎
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
委
　
員
　
長
　
福
田
　
徳
重
さ
ん

　
　
委
　
　
　
員
　
長
谷
川
七
郎
さ
ん

　
　
委
　
　
　
員
　
杉
田
　
清
喜
さ
ん
蹴
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し

1　私達と国民年金　　　l
I　　　　　　　　　　　II　国民年金制度が出来たことによ　l
D、だれもがいずれかの年金制度l
lに加入する国民皆年金時代です。　　l

I　　　　　　　　　　　　I
iつまり、国民のだれもが保障を受　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
1けて明るい老後が送れるようにな　l

lっているものです．　　　i

　　　　　　　　　おしらせとあんない
一｝一『一』一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一r一一『一一一一一一『一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

1　国民年金に該当する人は、20歳

1から59歳までの日本人で、厚生年
　

1金や各種の共済組合などに加入し

1ていない人です。これは、農業・
l
l商業などの自営業者や自由業の人
『

1達を強制加入者とし、サラリーマ

1ンの奥さんや学生などを任意加入

1者としています。
｝
1　加入すると、老後の保障はもち

iろんのこと障害者になったり、母

1子家庭になったときなども年金が　1
『
1受けられます。

1　　　　　　　　　　　）1　保険料は1か月3，770円で、一

1のほか、より多い年金を希望する

1人は付加年金制度に加入すると、

11か月400円上積みされます。納
　

iめる方法は2か月を単位としてい

1るほか、毎年4月中に1年分をま
1とめて前納することもできます。

ll
　
　
年
金
相
談

と
　
き
　
5
5
年
1
1
月
7
日

　
　
　
　
　
　
午
前
　
－o
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
ま
で
．

と
こ
ろ
　
江
南
村
体
育
館

◎
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
等
年
金
の

　
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相
談
下
さ

　
い
。

　　三種混合　 1
　日時……11月10日受付午後1時　　1
　　　　　　　　　　　　ド　　　　より1時30分まで　　　　　1

　　　　　　　　　　　　1　場所一…・村民体育館　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　ヨ　対象……昭和53年7月1日から12　1
　　　　　　　　　　　　　　　　月31日生れの方　　　　　l
　　　　　　　　　　　　l
卜一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一！

1　子宮ガン検診　　1
　　　　　　　　　　　　ラヨ

1　目時……11月12日受付午後12時30　1

1　　　　　分～L時30分まで　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　場所……母子センター　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　対象……申込みとし、11月5日ま　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1　　　　　でに役場衛生課へ　　　　　！
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　Il　検診料……830円　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　ト
1　　インフルエンザ　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　日時……11月18日受付午後1時か　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　ら塒3・分まで　　　i
l　場所……村民体育館　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

匙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　対象……一般希望者　　　　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　l
i小犬等、不用犬の収集　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

日時……11月5日9時30分から12時

場所……農業教育センター入口・

　　静簡院入口・野原青木仲

　　吉さん宅裏・農協南支所

　　小原十字路・三本あづま

　　や前・江南農協・御正中

　　島商店東・役場

※くわしくは、回覧をごらんく

　ださい。

　　　一『一一一『一一一『一一一”一1

　　　　　　　　　　ロ　県民手帳の頒布　　i
　　　　　　　　　　旨
　　　　　　　　　　　村では、県の統計情報や官公庁亀

の案内及び日常生活に役立つ豆知1

識などを収録した56年版県民手帳1

　　　　　　　　　　ラを頒布しております。ご希望の方1

は役場企画課でお求めください。i
　　　　　　　　　　i
頒布価格　　　　　　　i

　　大型（8．5×14享ン）　　　　1
　　　　　　　　　　；
　　　400円（エンピツ付）：
　　　　　　　　　　1、（　　小型（7×11㌢）　　　　　1・■

　　　250円（エンピツ付）ノ（N

　　　　　　　　　　ヌ歩け歩け大会を開催i

毎年実施しております村民歩け1
　　　　　　　　　　1歩け大会を、本年も下記の日程に：

より開催いたします。　　　　　　l
　　　　　　　　　　l
郷土の自然に親しみつつ郷土の1

文化財をたずね歩くことにより、1

体力を養い村民相互の親睦を深め1

るために、村民大勢の方の参加を1

　　　　　　　　　　ドお持ちしております。　　　　　1

とき・11月23日（勤労感謝の日）l

　　　　　　　　　　I集合・江南中学校午前8時30分　l

　　　　　　　　　　l1　出発・午前9時、解散は午後3時1
し

　　　　　　　　　　　11　コース概要　　　　　　　 ！

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　中学校～静簡院～畜産試験場～1

！　　　　　　　　h：農業教育センター～とちの実の郷i　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1　～立正大学（昼食）～文殊寺～八1∩

I　　　　　　　　　　　　　　　　ll幡神社～釈迦寺～陣屋跡～南小学1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1校～大沼公園～中学校　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
1　　この大会は回覧でご案内いたしI
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　ロ：　ますが、くわしくは教育委員会へI
E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　お問い合せください。　　　　　　1
聖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

嚢
鰯

｛
灘
馨

｝
藝
§
嚢

一
蓉
藝

一一
　
父
母
が
離
婿

　

『
し
た
な
ど
父
の

一
教
育
終
了
前
の
旧

・
母
親
ま
た
は
、
晶

一」
ま
す
．

一
手
当
の
額

・
　
児
童
一
人
の
田

～
　
児
童
二
人
の
旧

一
　
児
童
三
人
以
・

【
と
き
の
金
額
に

一
円
が
加
算
さ
れ

一
受
け
て
い
る
ζ

｝
に
入
っ
て
い
る
一

｝
せ
ん
。

一
　
特
別
児
童

ユ
　
精
神
ま
た
は

㎜
二
十
歳
未
満
の

一
い
る
か
た
が
対

皿
　
手
当
の
額

・
　
一
級
の
障
害

一
月
額
三
万
円
、

一
る
も
の
は
二
万

｝．
　
児
童
福
祉
施

　

一
合
は
支
給
さ
れ

一
手
当
も
一
定
の

｝
　
　
　
（
問
合

状
態
に
あ
る
も
の
は
、

二
級
の
障
害
状
態
に
あ

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

設
に
入
所
し
て
い
る
場

ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

せ
は
役
場
住
民
課
へ
）

扶
養
手
当

、
身
体
に
障
害
が
あ
る

児
童
を
家
庭
で
育
て
て

象
に
な
り
ま
す
。

（
一
カ
月
に
つ
き
）

場
合
：
：
：
二
万
六
千
円

場
合
－
…
・
二
万
八
千
円

上
の
場
合
は
、
二
人
の

一
人
増
す
ご
と
に
四
百

ま
す
が
、
公
的
年
金
を

き
や
児
童
が
福
祉
施
設

と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま

し
た
と
か
、
父
が
死
亡

い
な
い
家
庭
で
、
義
務

児
童
を
養
育
し
て
い
る

養
育
者
が
対
象
と
な
り

曝

⑧ 8
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覚のコーナー
所
得
税
の
予
定
納
税
は

　
十
二
月
一
日
ま
で
に

　
十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納

税
第
二
期
分
を
納
め
て
い
た
だ

く
月
で
す
。

　
第
二
期
分
と
し
て
納
め
て
い

た
だ
く
額
は
、
既
に
税
務
署
か

ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
F

そ
の
通
知
書
の
金
額
を
十
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
問
に
納

め
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
今
年
の

年
問
所
得
を
見
積
り
計
算
し
て
納
め
る

税
額
が
、
昨
年
納
め
た
税
額
よ
ヴ
少
な

く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
に
は
、
予

定
納
税
額
を
減
額
す
る
申
請
が
で
き
ま

す
。　

十
月
三
十
一
日
現
在
で

　
①
廃
業
や
休
業
、
転
業
な
ど
の
た
め

　
　
に
今
年
の
所
得
が
前
年
分
よ
り
少

　
　
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

毫
磁

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
イ

　
②
景
気
の
変
動
や
業
況
不
振
で
、
今

　
　
年
の
所
得
が
前
年
分
よ
り
相
当
少

　
　
な
く
な
る
と
き

　
③
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
た
め

　
　
に
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

　
　
と
見
込
ま
れ
る
と
き

　
④
新
た
に
扶
養
控
除
、
老
年
者
控
除

　
　
や
障
害
者
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ

　
　
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き

　
な
お
、
そ
の
申
請
期
限
は
十
一
月
十

五
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
く

わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
・
税
務
相
談
室

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

税
を
知
る
週
間

　
　
十
一
月
十
一
日
～
十
七
日

　
国
は
、
み
な
さ
ん
の
幸
福
と
繁
栄
の

た
め
に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
国
の
活
動
の

大
切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か
か
わ
り

あ
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
身
近
な
税
金
に
つ
い
て

の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を
、
国
民

の
み
な
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
今
年
も
十
一
月
十
一
日
か

ら
十
七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
み
な
さ
ん
の

身
近
な
場
所
で
、
臨
時
の
税
務
相
談
所

を
開
設
し
た
り
、
税
に
関
す
る
資
料
を

展
示
す
為
な
ど
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
熊
谷
地
区
で
は
、
十
一
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
ま
で
、
八
木
橋
デ
パ
ー
ト
で

行
い
ま
す
．
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信
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琶
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乙

ぬ
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お
父
え
も
翫
母

さ
全
い
冨
駄
件
ろ

①

¢

）

β
里
子

　
　
h
髪
の
会
話

言
葉
の
し
つ
け

身
近
な
手
本
は
家
庭
か
ら

　
言
葉
は
、
幼
児
期
か
ら
正
し
く
は
っ

き
り
と
し
た
日
本
語
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
よ
う
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
発
達
で
、
子
供
は
自

然
に
言
葉
を
覚
え
る
機
会
が
多
く
、
耳

か
ら
入
る
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
－
単
語
ー

を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
お
母
さ
ん
と
の

会
話
を
通
し
て
、
子
供
は
、
ど
ん
な
と

き
に
ど
う
い
う
言
葉
を
使
う
か
と
い
う

そ
の
場
の
状
況
や
感
情
を
体
得
し
て
い

き
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
子
供
は
、
ま
ず
お
母
さ

ん
を
通
し
て
、
さ
ら
に
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
の
や
り
と
り
を
聞
き
な
が
ら
、

言
葉
（
の
使
い
方
）
を
身
に
つ
け
て
い
き

ま
す
。

　
一
見
、
聞
い
て
い
な
さ
そ
う
に
見
え

て
も
、
子
供
は
、
親
の
会
話
を
膚
で
感

）〆隠

』》

鞠
斑

　
　
＼

　
　
　
轡

じ
な
が
ら
　
自
分
な
り
の
解
釈
で
覚
え

て
い
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
子
供
た
ち
の
マ
マ
ご
と
遊
び
は
、
た

い
て
い
が
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
そ

し
て
子
供
の
役
　
　
と
、
ふ
だ
ん
の
家

庭
で
の
会
話
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
た
だ
い
ま
」

「
お
帰
り
な
さ
い
」

　
親
の
会
話
が
、
そ
の
ま
ま
子
供
の
世

界
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
同
士
の
な
に
気
な
い
会
話
も
子
供

へ
の
影
響
を
考
え
て
、
そ
れ
な
り
の
配

慮
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
言
葉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感

情
・
心
が
伴
い
ま
す
。
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
と
き
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
態
度
、
し
ぐ
さ
が
あ
る
は
ず
で
す
。

心
か
ら
相
手
に
感
謝
す
る
心
が
働
か
な

け
れ
ば
、
　
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
も
生
き
て
き
ま
せ
ん
。

　
子
供
に
と
っ
て
は
、
お
母
さ
ん
の
言

葉
遣
い
、
そ
し
て
家
庭
で
の
会
話
が
、

言
葉
を
学
習
す
る
う
え
で
の
身
近
な
お

手
本
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。




